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市
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
町
内
会
は
、
み
な
さ
ん

が″
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち″

 

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち″

を
つ
く
る
た
め
に
、
み
な
さ

ん
の
も
っ
と
も
身
近
な
と
こ
ろ

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

『
地
域
の
絆
』
の
重
要
性
が
改

め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

な
地
域
課
題
の
解
決
や
住
民
相

互
の
親
睦
な
ど
、
町
内
会
に
加

入
し
て
一
緒
に″
安
全
・
安
心
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り″

を
し
ま

せ
ん
か
。

問
合
先
町
内
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）
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問
合
先
町
内
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎
35-

３
４
１
２

みんなが主役の
まちづくり

町内会

　

平
成
25
年
度
中
は
「
明
る
く
健
康
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
や
町
内
会
の
連
帯
意
識
の
向
上
な
ど
、
地
域
づ
く

り
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
で
は
、こ
ん
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
内
会
へ
の
ご
加
入
は
、
お
近
く
の

班
長
や
町
内
会
長
に
お
気
軽
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
危
険
箇
所
の
点
検
や
見
守
り
活
動

な
ど
に
よ
る
子
ど
も
や
高
齢
者
の
交

通
事
故
の
防
止
、
防
犯
灯
の
設
置
や
維

持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管

理
や
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
の
美
化

活
動
、
花
壇
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
や

水
害
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
に
よ
る
防
災
訓
練
や
避
難

訓
練
の
実
施
、
消
防
団
活
動
へ
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
盆
踊
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
養
講
座
、
ま
た
地
域
活
動
の
拠
点

と
な
る
町
内
会
集
会
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た
め
の

健
康
教
室
や
独
居
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
活
動
、
児
童
遊
園
地
の
設
置
や
管

理
、
子
ど
も
会
活
動
へ
の
支
援
、
地
域

の
学
校
等
の
活
動
へ
の
協
力
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
行
政

機
関
な
ど
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ

な
ど
を
回
覧
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道

路
や
水
路
の
改
修
な
ど
行
政
機
関
に

対
す
る
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
町
内
会
に
よ
っ
て
は
、
実
施
し
て
い

な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。

地
域
安
全
活
動

環
境
美
化
活
動

自
主
防
災
活
動

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

地
域
福
祉
・
青
少
年
育
成
活
動

地
域
情
報
の
提
供
・
要
望
活
動

平
成
26
年
度

高
山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
役
員

　

４
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
高

山
市
町
内
会
連
絡
協
議
会
の

総
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

今
年
度
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し

た
。
役
員
の
方
々
は
、
協
議
会

が
取
り
組
む
活
動
の
決
定
や
、

行
政
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行

い
ま
す
。

前町内会長の
みなさまへ

次
の
ペ
ー
ジ
で
全
町
内
会
長

を
紹
介
し
ま
す
。

会　

長
＝
長は

せ

が

わ

谷
川  

昭あ
き
ひ
さ久
（
南
）

副
会
長
＝
中な

か
た
に谷  

省し
ょ
う
ご悟
（
清
見
）

　
　
　

＝
中な

か
だ
に谷  

順じ
ゅ
ん
い
ち一
（
久
々
野
）

　
　
　

＝
端は

ば
し
た下　

忠た
だ
し

　
　
　
　
　
　
（
奥
飛
驒
温
泉
郷
）

議　

長
＝
都つ

づ

く竹  

俊し
ゅ
ん
の
す
け

之
助
（
大
八
）

副
議
長
＝
下し

も
や
ま山  

哲て
つ
ま
さ正
（
三
枝
）

会　

計
＝
森も

り
も
と本　

  

久ひ
さ
し

（
朝
日
）

書　

記
＝
大お

お
ざ
わ澤  

正ま
さ
た
か孝
（
西
）

理　

事
＝
田た

の

じ

り

之
尻  

壯そ

う

じ二
（
東
）

　
　
　

＝
直な

お

い井  

幹み

き

お夫
（
北
）

　
　
　

＝
高た

か

の野  

喜き

よ

ゆ

き

代
行
（
山
王
）

　
　
　

＝
山や

ま
こ
し越　

  

晃あ
き
ら

（
江
名
子
）

　
　
　

＝
榎え

の
き　

  

隆た

か

し司
（
新
宮
）

　
　
　

＝
溝み

ぞ
し
た下  

孝た

か

し司
（
岩
滝
）

　
　
　

＝
前ま

え
こ
し越  

晢せ

つ

お夫
（
花
里
）

　
　
　

＝
岩い

わ
は
ぎ萩  

則の
り
ひ
さ久
（
丹
生
川
）

　
　
　

＝
田た

な

か中  

幹み

き

お夫
（
荘
川
）

　
　
　

＝
中な

か

だ田  

昭し
ょ
う
じ治
（
高
根
）

　
　
　

＝
和わ

だ田  

博ひ

ろ

お夫
（
上
宝
）

監　

査
＝
田た

な

べ邊  

重し
げ
と
し敏
（
一
之
宮
）

　
　
　

＝
田た

な

か中  

利と
し
ひ
ろ博
（
国
府
）

（
敬
称
略
）

″


